
日本デジタル教科書学会　東京研究会報告
デジタル教科書×デジタルペン活用研究会　IN 東京

～デジタル教科書×デジタルペンがもたらす未来の教育～

2013.11.1 DNP五反田ビル９階会議室

日本デジタル教科書学会研究委員会



　2013年11月１日(月)18時より、DNP五反田ビル９階会議室にて、本学会主催研
究会「デジタル教科書×デジタルペン活用研究会 in 東京　～デジタル教科書×デジタ
ルペンがもたらす未来の教育～」が開催された。
　デジタルペンに特化した研究会は日本初ということもあり、注目度の高い研究会と
なった。金曜日夕方の開催にも関わらず６5名の参加者で盛況であった。

概要
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研究会報告
デジタル教科書×デジタルペン活用研究会　in 東京
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デジタル教科書×デジタルペン活用研究会  
in 東京 

～デジタル教科書×デジタルペンがもたらす未来の教育～ 

日本デジタル教科書学会!
２０１３年１１月１日（金） 

デジタルペンとは？ 

研究会開催の背景 

デジタル教科書の導入 

• 教科書のデジタル化!
• 一人一台タブレット!
• 教科書が変わる!
• では、ノートは？ 

ノートはどうする？ 

• デジタル教科書と統合？!
• 紙との併用？!
• 韓国ではデジタル教科書と一体化 

海外のように一体化？ 

• 海外との違い!
• 欧米はタイピング文化!
• 日本語は２バイト文字!
• ノートに関する研究は不足 
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メディア特性 

• 紙とタブレット!
• ノートテイキングについて比較研究
したものは少ない!
• 実践的な研究はこれから 

実践から見えてきたもの"
菊地・赤堀ら2012、2013!

視写能力テスト 

子供たちにとっての"
メディア比較のポイント"
→思考の分断の有無 
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新たな課題 

紙族 デジタル
族 

紙環境の学習の!
デジタル化 

デジタルネイティブ
の教材 

学習者 

教材 

新たな課題 

紙族 デジタル
族 

紙環境の学習の!
デジタル化 

デジタルネイティブ
の教材 

学習者 

教材 

デジタルペンが!
架け橋になる可能性 



講演動画：
http://www.youtube.com/watch?v=NW_R_7GQp6k

國學院大學 寺本貴啓と申します。よろしくお願いしま
す。今回のタイトルは
「教育機器の研究のあり方とデジタルペン活用の将来

性」—小学校理科教育における表現力の効果検証を事例と
してー　というタイトルとしました。

自己紹介ですが、そもそも私は、教育工学の専門では
なく、理科教育が専門で、本来は学習効果や指導法、評価
法が専門です。
ですから、こういう指導法が子ども達の学習に意味が

あるのかないのか、教育効果があるのかないのかというこ
とを見るというのが専門です。

本日の発表の内容ですが、大きく三つに分けました。
まずは、「これからの教育機器研究のあり方」という

ことです。日頃、教科教育が専門なのですが、そちらの方
から見た教育工学の立場、ということを話すのが一つ目で
す。
次に「デジタルペンを活用した学習効果」、理科教育

を基に行った事例、というのが二つ目です。
三つ目が「デジタルペン活用の将来性」になります。

まず一つ目です。これまでの教育機器の研究を見ていく
と、教育機器の導入促進の立場は、一般ユーザーとは大分
差があるのではないかと考えています。
例えば、皆さんがここにいらっしゃるということは、

だいぶ（教育機器導入の）意識が高い方でありまして、操
作もかなり長けているという風に考えます。その中で、研
究者とか実践者、教育開発者とかを見ていくと、機器が得
意、使うことが楽しい、探究心が旺盛、その実践自体に価
値があるのでやっている方が多いのではないか、と思いま
す。
ただ、実際に学校現場に（機器を）落としたときに、

一般ユーザーが使うことになるのですが、機器が苦手な先
生が本当に多いのです。
更に使うことが面倒、新しいことに消極的、実践自体

に意味があるのか、というように否定的なことを言われる
先生は多いのです。
そこでなかなか（研究の）ハードルが高い、という現

状が実際にはあるわけです。
研究者が例えば、
「このような使い方とか工夫がありますよ。良いです

よ、良いですよ。」
と言っても、さらに
「以前よりも使いやすくなってますよ。」
「手間は、慣れれば大したことないですから大丈夫です

よ。」
「機器を使ったほうが（教育的）効果があると思いま

すよ。」
と言ったとしても、それに対して
「自分の授業スタイルとちょっと違うんで、うーん。」
ていうハードル、
「まだまだ面倒くさい」
「使いやすいと言っても私には使いにくいですよね。」

教育機器の研究のあり方とデジタルペン活用の将来性
～小学校理科における表現力の効果検証を事例に～

寺本貴啓氏（國學院大學人間開発学部）

講演１
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「手間の割には大きな効果があるんですか。」
更に、
「これまでの方法でも十分なんじゃないですか。」
というような現場の先生の声をかなり聞きます。
私も（研究の）協力依頼をするに当たって、そういうよ

うな声を聞くわけです。

なかなか新しい機器を使っていただくということに対し
てはハードルが高い、といった問題点がある訳です。実際
には、（研究者と一般教員の）意識の乖離と言うのはかな
りあります。そのため、この部分を埋めていかなければな
らない、という状況があるのです。

現実に、教育機器が導入されても一般教員への汎用性
がかなり低い、というようなことがこれまであったので
す。いろんな教育機器でありました。ですが広がってない
のです。もっとシンプルなものが広まっているという現状
がある訳です。
そこで、「日頃使える、汎用性がある機能、操作性が

向上されている」「簡便さが追求されており直感性があ
る」、「教育効果の向上（こういう教育効果があります
よ）」という価値付けを出していかなければなかなか導入
は難しい、というような現状があるのです。

では、これからどうしていくのかというと、企業、教
材･教科書会社、学校という三つが連携して研究をやって
いかなければならないのです。
企業はハード的なもの、教科書会社・教材会社はノー

トとか関連問題集、実践事例といったものを出していかな
ければいけません。
学校では、いかに効率よくやるか、汎用的にやっていく

か、使いやすさ、そして感覚的な効果というものをどれだ
け出せるか、ということが各立場で大切になってくるので
す。
では私の立場はと言うと、その全体を価値付けたり、

学習効果というものを統計的に確認していったりすること
が大学の役割だろうと考えているのです。

実際の学習効果ということで発表します。そもそも、教
育機器をこういうふうに使いました、こうやるとよく使え
ますよという話はよく聞きます。しかしそれは、子どもに
とって学習効果があるのか、ということを問いたいので
す。確かに使える、機械を使ったほうが使わないよりもわ
かりやすいのかも知れません。しかし、どれだけの効果が
あったのか、ということになると、誰も十分確認していな
い。そうなると、本当に効果があると自信を持って言うと
いうことが大切になってくる訳です。

そこで今回はデジタルペンの学習効果、統計的にちゃ
んと学習効果がありますよということを証明しないといけ
ません。そして、今回の研究をやったという事になるわけ
です。

理科教育の話をすると、「言語活動の充実」というこ
とが国の方から出ています。それは、国際調査をやってみ
ると、（日本の子どもは）文章が書けないのです。子ども
達がしっかり説明が出来なというような問題があります。
そこで、理科教育に関しても、しっかり表現をさせると
か、考えさせるということを大切にしないといけない、と
いう要望があるのです。そこで、理科教育だったら表現力
を身につけさせるためにはどうしたら良いのか、というこ
とになると、予想する場面や、最後に実験をやった後に文
章でまとめる考察の場面で文章を書かなければいけませ
ん。発表しなければいけない、考えなければいけないよう
な場面でしっかり表現させるということが理科では大切に
なってくるわけです。

今回デジタルペンをそこで使ってみよう、という話にな
りました。元々は、視覚的というところが良いかな、とい
うことで使ってみました。
子ども達にノートを書かせると、書くけれども、それ

をどういう書き方をしているだとか、どういう風に書けば
説明として良いのか、ということを共有させたかったので
す。
これまでは提示装置を使ったりする程度であって、多く

の実践を短い時間でパッパッパッパッと出して、修正しな
がら（指導する）ということになると、なかなか難しかっ
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たのです。そこで今回はデジタルペンで根拠のある説明
（表現）能力がどの程度身につくか、ということを調べる
ために、そこの部分の指導をしながらデジタルペンを使っ
てみました。

ただ、今回は単にデジタルペンを使うだけではダメ、だ
と考えていて、指導法とセットで考えています。単に機器
を使ったから、というのではダメなのです。では、どうい
う指導法を使えばデジタルペンがよく生きるのか、という
ことですね。

今回はダイナミックアセスメントという方法を取らせて
もらっています。どういうことかと言うと、例えば（子ど
もが）ノートを書きます。でも、一回書いてみると間違い
がある訳です。その中で子どものノートを提示します。今
回はデジタルペンを使って提示します。だめな例、いい例
でもいいのですが。例えばいい例を子ども達にみせて、先
生がダメな事例を提示します。そして、「この二つだった
ら何が違うと思う？」というように提示するわけです。そ
うすると、「こっちの方はこうこう。」「こういうところ
が詳しいけれども、こっちの部分は何かよく分からない
よ。」という話になってくるのです。
そこで、「どうしてダメだと思う？」と子どもに聞く

と、「この文章が足りない。」「ここの説明が足りない
よ。」という話になってくるのです。

例えば「主語がないからよくわからない」という（子
どもの）文章があれば、そこで指導をします。すると、次
にノートを書くときになると、子ども達はちゃんと主語を
書くようになる訳です。そして、次の記述するときになれ
ば、また子ども達に、（２つのノート記述を比較して）
「このノートとこのノート、前に言ったように主語をちゃ
んと書いてくれた。だけれどもなんかこっちのノートはど
うかな。」ということ聞きます。すると今度は、（主語は
書かれているが、他の部分に記述が足りないことに気づ
き）例えば「目盛りが書いてない、何ミリとか詳しくな
い」と話が出てくる訳です。そこで何ミリだとか、大きさ
について書かないといけない、ということになり、ノート
の書き方が更に詳しくなるのです。

つまり、子ども達の状況に合わせて、直ぐに指導してい
くということがダイナミックアセスメント、ダイナミック
＝動的に評価して指導していくという事になるのです。
デジタルペンはリアルタイムに（記入内容が）出ます。

そのため、ダイナミックアセスメントとデジタルペンを一
緒に使うことで、リアルタイムに指導していくことがやり
がい、効果がある、親和性があるというように考えていま
す。

さらに具体的に言うと、例えば理科で言えば予想、仮
説、実験結果、考察、っていう流れでノートを書いていき
ます。その時に、考察であれば3つの要素が書かれていな
いとダメなのです。食塩をとかして重さをはかっても（方
法）、重さは変わらなかったことから（結果）、水の中に
とけた食塩は水の中にある（結論）、を書くように指導す
る必要があります。しかし、子ども達の中には結論しか書
いてない、というような事もある訳です。そのため、こう
いうようなもの（方法や結果など）が入ったほうが詳しい
よね、とダイナミックに指導していきます。繰り返し、繰
り返し指導していくというような手続きを取っています。
それをデジタルペンで表現させながら、見せながら指導し
ていくやり方を取りました。

そもそもダイナミックアセスメントは、直接子ども達と
関わって指導していく上であれば、効果があるということ
が既に実証されています。ただ、デジタルペンを使って表
現させていくとわかりやすくするという意味であれば、デ
ジタルペンはもっと効果があるのではないか、という仮説
の基で今回研究をしています。

デジタルペンのメリット・優位性ということになる
と、視覚的に出せる、リアルタイムに出せる、ということ
で、今回の研究ではそこを使っています。しかしデジタル
ペンのメリットとなれば、もっと沢山の機能があります
が、これらが同時に使えることが優位性だと考えていま
す。
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例えば、単に見せるだけなら提示装置だっていい訳で
す。しかし、子ども達のノートが一度に見られるとか、線
が引けるとか囲めるとか、そういう機能も別に付いている
訳です。だから、いろんな機能がついていることがデジタ
ルペンのメリットであり、ダイナミックアセスメントの親
和性があるということでデジタルペンが有効であるという
ように考えるといった仮説の基で今回の研究をしていま
す。

研究の方法は国立大学附属小学校の6年生に実験群･統
制群を分けて、調査をしています。実験群の方はデジタル
ペンを使っています。もう一方はデジタルペンを使ってい
ません。

実際にどのように学習効果を調査したかというと、授
業を一単元やりました。授業前にテストをして成績を取っ
ています。実験群・統制群（双方）です。そして、授業を
やり、最後にポストテストを行って、その（実験群・統制
群の）成績の差で、学習効果に差があることを確認しまし
た。

（画面をみて）細かいので詳しい説明はいいと思うん
ですけども、点数化して、実際に表現方法で点数化して評
価をしています。

例えば指導でいうと、今回の事例での単元はてこだっ
たのですが、子ども達のノートで言えば、結論しか書いて
いないような子どもがいました。実験の結果がなかった
り、比較対象がなかったり、ということを先生が発見しま
した。そして、直ぐにデジタルペンを持って書かせたもの
を表現して指導した、というやり方になります。子ども達
にすれば、3時間くらいある実験とすれば、最終的にはこ
れくらい（画面を指して）まで書けるようになります。

そこで分析方法は、実際に共分散分析を行って、先ほど
の実験群･統制群を比較しています。こちらの方点数化を
見てみると、（実験群）4.97と（統制群）4.06と、そんな
差が無いのではないかという話もありますが、これは大き

な差で、優位差があったので、やはりデジタルペンを使っ
た方が効果があった、ということになります。

本結果より、デジタルペンによる視覚的なダイナミック
アセスメントを活用した指導によって「根拠のある説明」
能力が身につくことが明らかになりました。これは、学習
者の改善が視覚的な指導により理解を促進した上、ダイナ
ミックアセスメントによる個に応じた指導が行われた結果
だと考えられています。

今回はデジタルペンとダイナミックアセスメントをセッ
トでやったのですが、ダイナミックアセスメントだけの場
合との違い（を比較するの）であれば、純粋にデジタルペ
ンの（学習効果の）違いも出てくると思うので、そちらの
方は今後の課題になると思います。ただし、この部分に関
しては教員との感覚的な部分になってしまうのですけど
が、デジタルペンは提示しやすい分、指導がやりやすい、
ということ（＝評価）はありました。

その他は授業モデル、指導モデルということをもう少し
検討していかないといけないという課題はあります。

今後のデジタルペン活用の将来性、まあ将来性という
ほど大きなことを言うつもりもないんですけども、今回の
研究におけるデジタルペンのメリットは何だったかという
ことを考えたときに、
子どものノートがデジタル化できる、データ共有が出来

る、ということが良いと思います。更にデータの蓄積で
す。評価や、前の時間のノートを最初に提示して、導入の
ときに提示して、前の時間とのつながりを作っていって、
子ども達の思考を促進していく、というやり方も、かなり
メリットとしてあるという風に考えています。
複数の機能が同時に活用できるというのがデジタルペ

ンのメリットでもあるということなのです。
後はタブレットと違って、紙ベースなので、子ども達も

持ち帰ることができたり、扱いやすいといったりすること
です。それがやりやすいという考えはあると考えます。
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ただ、実際には課題も幾つかあると私は考えています。
例えばデジタルぺン自体の利用のしやすさ。私であればデ
ジタルペンの色を変える機能です。三色ボールペンみたい
にボールペン（インキ）の色も変えられるといいなと思っ
ています。
次に機器設定の煩雑さですね。大分話を聞いていると

簡単にはなっているということは聞いていますが、接続用
のコードがいっぱいあります。それが面倒だなというとこ
ろがあります。

そのため、活用場面が限定されていると私はまだ思って
います。もっと幅広い、どの教科（でも）、教える方も日
頃からデジタルペンを使えるような環境だとか、ノートだ
とかのコンテンツもの。そういうのがもっと出ないと使い
にくいと思っています。次に、限定的、再現性が低い実践
事例です。厳しいようなことを言っているのですが、出来
る先生がやったら出来るのです。出来ない先生でも出来る
ものでないと、なかなか進まないという話だと思いうの
で、その部分をもっと簡単に出来るということが大切だと
思います。

学習効果の検証、情報提供が不十分、というような部
分はあると思います。

実際は先ほどの流れから見ていくと、色んな情報提供
をしていく事が各部分で大切だと思います。そこで考える
と、今回の会はすごく良いですね。実際に研究開発の共同
体も今回出来ているので、これで情報交換をして良いもの
を作っていく、ということは大切だというように考えま
す。

以上で発表を終わります。ありがとうございました。
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講演動画：
http://www.youtube.com/watch?v=6IE2bBFaaBA

本日はアシスタントとして６年生を担任している新保有
希子教諭をつれてまいりました。と、言いますのも私自身
が寺本先生以上に、ほとんどノンデジタルでして、青山小
学校5年目になりますが、それまでは電子黒板、デジタル
教科書を使ったこともいじったこともないという状況でし
た。その私が青山小学校に来まして、様々なICTと関連の
業者様、そして教材ソフト会社とかかわる中で授業を作っ
てまいりました。このような立場から導入段階からどのよ
うに考えていったか、またこれからの学校の現場でどのよ
うにこういったICT機器、今回はデジタルペンですが、
使っていけばいいのかということをご提案申し上げます。

表題は「デジタルペンが授業を変える」です。

我々の学校現場では、教育とは未来への投資であると
考えています。やはり、我々学校の中で完結するのではな
く、実社会や実生活につなげる学習でないとどうしようも
ない。ゴールが国際社会を生き抜く力ではなく、スタート
が国際社会を生き抜く力なんだと思っています。つまり人
材育成が全てのキーだということです。

青山小学校に赴任して、以下のようなことを考えまし
た。気付きをたくさん生むような授業ができていない、要
するに授業は意欲的にさせなければいけないということで
す。気付きを概念や方法の獲得につなげていない、さらに
進めて言うならば、気付かせるだけではだめだということ
です。そして、思考をやりとりする対話型の授業がない。
要するに自分自身を高めていない。教育の本管は自分自身
に振り替えさせることだと考えています。こういったこと
が、多くの教師が意図しない。だから、うちの子供たちは
物事の関係性を見出すことを、大切なことを見抜くことが
出来ない。視野が狭く学んだことが横断的に活用できな
い。こういった授業を目的として行っていくことが我々に
とっては必然だと考えています。

そこで我々はキーを情報活用だと捉えました。くらべ
る、つなげる、価値付ける、この授業にしていこうと。そ
して分析をしました。今までの授業ですと、既習を生かす
知の活用で止まっています。たとえば、「なるほど、そう
か」で終わる授業、ここで止まるんです。本校のめざすス
タンダードとしての授業として考えたら、思考を再構築さ
せるということです。学びの活用です。言葉で言うと、
「つまり、ということは」を生むという方向性に持ってい
けばいいのではないかと考えました。

そこで登場したのがデジタルペンです。先ほど寺本先生
の言葉でもありましたように、デジタルペンは即時性に優
れています。思考や意見共有を視覚を通して可能にさせて
くれます。発表などの情報流通量が格段に増えます、また
記録、記憶媒体がありますので、思考過程も表示できます
し、過去の情報も呼び出すことができます。つまり、先ほ
どもありました、知の活用にも、学びの活用にも適してい
る機器であるということが言えます。

デジタルペンが授業を変える
竹村郷氏（港区立青山小学校）

講演２
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それでは本校で取り上げられた、デジタルペンの効用に
ついて少しお話いたします。学んできたどうしを比べるこ
と、つまりいろいろな考え方を瞬時に表示してくれます。
教員はこれを見て、どんな考え方が出ているのかを言うこ
とを一瞬にして判別することができます。たとえば、手に
タブレットを持っていたとしても、タブレットで子供の考
え方を机間巡視しなくても瞬時に分かることができます。
また記入がなければ、止まっているわけですので白紙の状
態です。そこに机間巡視を仕掛けていけばいいのです。私
が今、こうやって、誰が何を書いているのか、この状態で
は分からないです。机間巡視は必ず歩いていかなければな
りません。ところが手元でできるわけです。

それと既習のことや友達の考えを用いて、記憶したシー
トを呼び出して、たとえば友達のシートとか今までの記録
されたことを呼び出して新たな思考を広げることが出来ま
す。我々はこれを関連づけてつなげる授業だと考えます。

デジタルペンの効用としてもう一つは、価値付けること
です。授業の際に、デジタルペンを授業中全てに使うのが
いいとは私は考えていません。たとえば、この今出ている
写真などは、授業の最後に使います。今日学び取ったこと
は何ですか？一言書いてください。ただこれだけです。こ
この中から、いい学びをしたものを紹介し、それで授業を
価値付ける、またはその子の意見を価値付ける、こういう
ことに使います。

それでは本校で行った具体例を2つほどご紹介いたしま
す。ご提案があります。それはスタジオ型授業の展開とパ
フォーマンス課題の活用です。なかなか聞きなれないフ
レーズだと思います。私はデジタルペンを初めて見たとき
に、「あっクイズ番組だ」と思いました。スタジオ型授業
のときには、皆様が生徒だとすると、クイズの回答者とい
うことです。私が明石家さんまだとしましょう。そこに皆
さんがクイズの答えを書きます。答えを書いたときに、だ
れがどうやって指していったか、これは司会者の腕です。
手元にはいろいろなデータが集まっています。誰から指す
のか、どんな回答を並べるのか、これは司会者の腕、授業
を盛り上げる腕になります。

そしてパフォーマンス課題です。京大のほうから出てき
た、西のほうを中心として行われているものですが、たと
えばサッカーでいうと、パス・ドリブル・シュート、それ
ぞれが違った練習で行います。ただ、いくらパスがうまく
ても、いくらドリブルがうまくても、それだけでは試合に
勝つことはできません。試合に勝てるようにする、それこ
そが授業です。これが実生活につながる。ですから、ただ
何かを覚えさせることだけではなく、やはりそれを試合で
使えるようにする、実生活で使えるようにする、そういっ
たことが必要かと思います。

それでは実際に行った、本校の小林教諭が行った授業
です。パフォーマンス課題です。俵が13個並べてありま
す。これをピラミッド状に並べますと、全部でいくつの俵
が並びますかという問題です。

学習の流れとしましては、学習問題を確認させて、自分
で取り組ませます。まずは解かすんです。終わってしまっ
た子については何個か書かせるわけです。デジタルシート
がありますので、何枚使ってもいいわけですが、または
ノートに答えをいくつか書かせてもいいんです。本校は最
初のうち、このデジタルペンのシートにこだわっていまし
て、何枚も使わせてやらしていたのですが、結構デジタル
ペンのシートが高いので、ノートに記入させ、その中で一
番適切な自分がおすすめしたい考えを一問だけシートに書
かせます。そういうこともさせました。そして、デジタル
ペンでシートに記入した後、それを教師が判別し、伝える
結果を並べるわけです。

最初は、このとき教師は一番簡単な常識的な解答をし
た子の意見を提示しました。そしてその子に説明をさせま
した。次にもうちょっと高度な考え方をしている子を提示
しました。

バリエーションを出すために、似ているようだけれど
もちょっと違う考え方をしている、そこにあえて4番目に
間違えた解答や途中でやめちゃった解答を提示しました。
もちろんその子たちにもどこがわからなかったのかを説明
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させました。とどめにもっとも高度な解き方をした子を提
示しました。子供たちはそれまでの学習過程の中でいろい
ろわかってきて、あーなるほどということができました。
クイズ番組でしょ？

次にデジタルペン実践事例２、常識にとらわれてはいけ
ないということ。デジタルペンの記録媒体としての機能活
用、思考の幅を広げる、電子黒板との併用を考えました。
それでは映像をご覧ください。

本校、明石教諭、2年目の教諭が行った授業です。ボー
ル紙にデジタルペンのシートを貼り付けてあるんです。そ
の後、展開図を実際にはさみで切り取り、こうやって組み
立てて行います。今彼が説明しているもの、または友達が
書いたものというのは、既に記憶媒体として残っているん
です。それを呼び出して、それを示す。要するにデジタル
ペン、紙であるから切ることが出来るわけです。ですから
操作を色々変えることで、色々変化した状態が可能になり
ます。これが4年生の授業ですが、2年目の教員でも可能で
す。

結論です。デジタルペンが変える授業。
子供たちにとって書くことは日常です。子供が即使える

ICT機器は何かということです。そして、自分の考えたこ
とが提示されるということは、相手に伝わるように意図的
に子供が書くようになります。自分のノートを人に見られ
るのがいやで隠していた子達が、人に見せるということを
意識して書くようになる、字も当然丁寧になりますし、見
やすく書くようになります。情報活用の主語は子供です。
先生がいくらつかえても、子供が使えなくては何もなりま
せん。ですから、デジタルペンを使うことで授業がより能
動的になります。そして最後、機器を使うことが目的では
ありません。やりとりをする内容・吟味、いくら機器を
使ってもやり取りする内容が軽薄なもので陳腐なものであ
れば何にもなりません。寺本先生も仰っていました。やは
り、内容を精査し、より質の高い、知の活用だけではな
く、その先学びの活用にいくように私たちは努めていきた
いと思います。

それでは発表を終わらせて頂きます。

～質問部分～

＜質問＞蓄積されたデータの活用は？
子ども自身がデータの活用するのはちょっと難しいか

なと考えております。PCの関係がありまして、その措置を
すれば、少人数ですので、児童数以上PCがあるような学
校でありますのでできますが、その設定が複雑かなと。先
ほど寺本先生からありましたが、デジタルペンのセッティ
ングがちょっと複雑で時間がかかるということなんです
が、本校は30秒くらいですぐ稼動します。ですから専用
ラックを用いて、それをガラガラ引っ張っていって、配線
をするだけですぐ使えるようになります。ただ、データの
活用を子供に持ってくるのは、PCをそれだけ設定しなけ
ればいけないので、ちょっと時間的な配分で不可能ではな
いですが、ちょっと煩雑です。

＜質問＞ノートや教材への要望はありますか？

ノートや教材などは自宅で使う、または授業の合間で
使うということがメインなのですが、発想をかえられては
どうかなと思います。逆に授業を提案していくとか、その
授業つくりの中にノートや教材を発展的な学びの活用にな
るようなものをいれていっていただくと、教員も模索しな
がらやれるんではないかなと。逆提案をされてみるチャレ
ンジも少し必要かなと思います。

EDUPEDIA：デジタルペンを活用した授業実践　「直方
体と立方体」（港区立青山小学校）
http://edupedia.jp/entries/show/1041

EDUPEDIA：私たちの生活と環境-自然災害を防ぐ-
（港区立青山小学校）
http://edupedia.jp/entries/show/685?view=print

EDUPEDIA：
2けたをかける～かけ算の筆算～（港区立青山小学校）
http://edupedia.jp/entries/show/1028
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講演動画：
http://www.youtube.com/watch?v=0JAxbo_u_DM

どうもこんばんは。愛知県半田市立岩滑小学校の丹波
信夫と申します。
よろしくお願いします。

今回、タイトルですが、「デジタルペンとタブレット
による協働学習」ということで、デジタルペンとタブ
レットを使って、子どもたちが学習課題を先生に教えて
もらったんじゃなしに、自分たちで解決した、という風
に思わせる学習というか、そういう自分たちで解決した
学習を組み立てられるんじゃないか、ということで実践
しました。

じゃあ、自分たちはどのようにして学習課題を解決し
ていったのか、その考え、子どもたちの思考を、デジタ
ルペンを使えば可視化できるんじゃないか、ということ
に挑戦してみました。

デジタルペンの活用ですけれども、今年でちょうど２
年ぐらい活用させていただきました。私、学級担任とし
て１日６時間、毎日授業をしています。その中で、先ほ

ど言いました協働学習でどのように活用してきたかとい
うのを、数例、紹介させていただきます。

まず「５年　国語　わらぐつの中の神様」という教材
があります。これ物語の読み取りですが、教科の目標と
して、書いたものを発表しあうとか助言しあう、自分の
考えをまとめる、発表し合い広げたり深めたりする、と
いうことで、教科の目標、その授業の学習課題をいかに
達成していくか、というところが目標です。

まずワークシートです。わらぐつの中の神様の設問が
いくつかあります。

☆おみつさんはどんなわらぐつをつくりましたか？
☆わらぐつにはおみつさんのどんな思いが込められて

いますか？
☆わらぐつからおみつさんはどんな人だとわかります

か？

これを子どもたちにデジタルペンで書かせます。
このあと、グループで発表、自分が何を書いたかを発

表させます。
だいたい４人ずつぐらいのグループにしています。多

いときは５人ですが、グループの中の話し合いというの
は、だいたい４人、５人くらいが適当かと思います。
ただし、机が５つあるとかなり広くなりますので、５

人グループでも４つの机で話し合ったり、発表させたり
するようにさせています。

子どもたちが書いているのが、先ほどからありました
ように、リアルタイムに出てきます。
書きあがったら、先ほどのグループで発表しあうので

すが、そこで自分が足らなかったところ、友達の発表で
いいところ、それをまた付け加えていきます。

デジタルペンとタブレットによる協働学習　～思考の可視化に挑戦～
丹波信夫氏（半田市立岩滑小学校）

講演３
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これは、話し合いの場面ですね。一人ひとり司会がし
て話し合っていきます。
それでこのあと、グループでひとり前に出て発表させ

るのですが、誰が当たるかわかりません。
１番、２番、３番、４番とありますが、じゃあ今日は

まず１番の人が発表しようか、今日はじゃあ３番の人が
発表しようか、と言います。
と、子どもたちは、この中の出来る子が発表するん

じゃなしに、ランダムに当たりますので、この時間は自
分かもしれない、と思って必死にブラッシュアップし始
めます。

これは当たった子が前に出て発表するんですが、ここ
で再生機能を、書いた順番を再生機能でガーっと再生す
るんですが、ここで思考が視覚的に見えてきます。

あるところでとまって、次の設問に行っているんです
が、また戻って書き始める。これはグループの子の意見
を聞いて、自分の書いたところなんですね。これが見え
てくるようになりました。

ノートをただ実物投影機に出して見せると、もう完成
されたものを見るだけです。でも、これでいきますと、
自分の、その子の思考したパターンが、「あ、ここはこ
の子の意見を書いて付け足したんだ」、というのが明ら
かになります。

続きまして、保健体育でもちょっと使ってみました。
教科の目標は、「危険なところをちょっと探して、解

決方法を考えよう」というのが目標です。

「危険なところはこの絵の中にありますでしょう
か？」というのをグループで話し合わせました。ペンは
全員持っています。シートは１枚です。１枚のシートにグ
ループの子どもたちが頭をつけあわせながら、ガーっと
書いています。私、昔から１枚の紙に子どもたちが頭を
つけあわせながら書くという姿が大好きです。デジタル
ペンでもこれをやらせてきました。

それぞれのグループが真剣にやっております。
それぞれのグループのシートが、ガーっと見えてきま

した。
ここが、どうして危険なのか、理由も書いています。
色が違いますが、色が違うのは、こちらで、１番の子

は何色、２番の子は何色、３番の子は何色で書きなさ
い、と言っています。人によって色を変えています。

前に出てきて、発表して、足らないところを、ここ
が、これ、子どもたちがですね、プレゼンテーション、
この子がプレゼンテーションしてるところです。

デジタルペンはこういうところは書けるのですが、絵
をバタッと印刷したところには実は反映されない。ドッ
トが消えていますので。印刷しちゃってるので。それを
電子黒板の書き込む機能で補いながら、これが説明にな
るんです、子どもなりのプレゼンとして、「ここ
が・・・」、と言いながら、説明しているところです
ね。

続きまして算数。いろいろ使っていきますと子どもた
ちの方もだいぶ慣れてきました。

これは「半円の周りの長さは何センチでしょうか？」
です。書かせました。単純な問題です。

同じくグループで話し合わせて、この左右からです
ね、いろいろ教えてもらってます。なかなか、難しい、
わからない、というときは、グループの子が助けて、
じゃあここ計算してごらん、とかいろいろやっておりま
す。

出来上がったのを見るとですね、子どもたちは教えて
もいないのに、これ、円周、半分の円周のところが赤
で、直径の部分が黄色で書いていますね。
これ何でかと言うと、あとで自分が当たって前へ出

て、解き方をプレゼンテーションするときに、自分がし
やすいようになんです。
「赤の部分をご覧ください。これはこうこうこうして

出しました。」
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「黄色の部分をご覧ください。これはこうして計算し
ました。」
ということを、工夫、子どもなりに工夫してます。
これはその場面ですね。

続きまして、ぐっと複雑になってきました。
２つの円柱を、丸いかんをですね、結んで、直径１８

センチです。１０センチのひもを使います。ひもは何セ
ンチいりますか？。
これ色んな解き方があります。順番もあります。いろ

いろ出てきました。もういろんな解き方ですね、これを
グループだけじゃなしに、クラス全員で全員の分を共有
する。

これ、子どもが解き方をプレゼンテーションしている
ところです。

それで、１年目このデジタルペンを使ってみまして、
デジタル機器への入出力を子どもは全く意識していませ
ん。紙と普通のペンです。グループの話し合い活動が活
性化しました。
みんなの前ですぐプレゼンできます。先ほど色を変え

てやってたように、１枚の紙の中に自分の考えをまとめ
てます。で、お互いの考えを共有し、学習の活動が個人
の変容と共にデジタル記録で残る。

このあと私考えましたのは、教材作成の可能性である
とか、音声、動画との組み合わせであるとか、他のデジ
タル機器との組み合わせ、ということで、２年目はタブ
レットを入れてみました。

そして、思考の視覚化として、マインドマップという
ものをちょっと入れてきたのですが、これ社会科でマイ
ンドマップをペンで書かせているところです。

これはですね、クラス作りで、自己紹介カードです
ね。
あなたの好きなものを自己紹介してください、という

ことで、子どもは、何々が好きです、何々が好きです、
と口で言わせるとそれだけで終わっちゃいますが、この

マインドマップで書かせますと、ジャンルごとに、それ
からどんどん、どんどん思考が広がっていく、というと
ころですね。
この子は、グリーンの部分がスポーツ、赤の部分が

アーティスト、で、ゲームであるとか、ジャンル別で色
分けにして、ダーっと書いている、というところです。

最初にご紹介しましたように、新見南吉の母校であり
ます本校のところでは、１年生から６年生まで、新見南
吉単元というのを相互学習でやってます。
６年生では、新見南吉の案内人になろう、ということ

を単元学習として作ってます。
目標としては、ここに書いてあるように、積極的に地

域にかかわるとか、情報を集めて整理・比較・関連付け
る、自分の思いを効果的に表現する、ということを目標
にしております。

問題を解決する力として、自ら解決したい、追求した
い課題を決定する、主体的に粘り強く追求活動、分かり
やすく表現する。

これは、その中の授業の１時間なんですが、南吉さん
ゆかりの地域・岩滑の説明すべき場所とその根拠を考え
よう、という授業をやってきました。
「この岩滑地区で、あなたたちは、どこを説明したい

ですか？」と。
そこを考える根拠として、「どの作品の舞台となった

のか？」、「どんな場面に出てきたのか？」、「南吉さ
んとの関係は？」、「南吉さんの思いは？」、「自分は
どんな思いがあるの？」というところです。

この授業では、まず、「つかむ」というところを情報
ボード、「自己解決する」ところをデジタルペン、タブ
レット端末ですね。で、またグループでの学びあいをし
たあと、また全体でも学びあってまとめる。

まずこれ取材ですけれども、取材自体にもi-
Padを使いました。
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iPadを使って、取材して、ここが紹介したいところだ
と思うところは画像を撮る。真ん中の子はDSを持ってい
ます。

ここで、デジタルペンで自分の紹介したいところを
ザーッと書いていくわけです。
タブレットの方には、自分が取材したものとは他に、

１年生から５年生まで、自分たちが作ってきた資料です
ね、南吉さんのことについてであるとか、南吉さんの一
生であるとか、どんな作品かとか。実は、自分たちの
作った資料をデジタルとしてサーバーに記録しています。
それを出して、見ることができます。
それと紙の資料、市の作った案内のものであるとか、

そういうものを見ながら、本を見ながら、自分たちが
作ってきた資料、取材してきたもの、そういうものを総
合的に見ながら、先ほどの課題解決に向かっていきま
す。

これはやっているところですね。

この子は前に出てきて何をやっているのかというと、
実はどっか何か色を変えて作っているんですけど、それ
を確認しにきてます。

これは説明しているところです。

これで出来上がった案内すべき場所、ここからが子ど
もたちの一番やりたいところです。発表です。
まずテレビ会議で交流校に、バーチャルで発表してま

す。
「こんなところがあるんですよ」、と。

リアルにも発表します。
これは日中韓の子ども童話交流といって、中国、韓国

の子どもたちがここを訪れました。その子どもたちに、
説明しています。

それからこれは秋祭りのところですけども、土曜日、
日曜日に、ボランティアとして出ます。後ろにある建物

は、新見南吉の生家です。そこを訪れる観光客に、一般
の観光客に説明しております。

続きまして、どんどんいきます。
社会の授業。これ、この間やったばっかりの実践で

す。
明治維新から世界の中の日本に、というところで、教

科の目標としては、関心を持ち、よく意欲的に調べる、
政治社会の仕組みの変化について考え、表現する、資料
活用、仕組みを理解する、というところですが、まず子
どもにこれを見せました。

これ何の絵か、おわかりでしょうか？
大日本帝国憲法発布です。
これを子どもに見せて、質問を５つ考えなさいと言い

ました。グループで質問を５つ出しなさい。
子どもが、「なんだあれは、誰なんだ」、「ここは何

をしてるんだ」、「この人は誰？」、「何でこんなこと
をしてるの？」と、いろいろ出ます。出ますけども、子
どもには５つしか与えません。５Ｗ１Ｈですね。その中
から私が子どもたちの質問を取り上げます。

その質問を課題解決するのに、子どもにヒントを出し
ます。
ヒントの画像をタブレットに入れております。
教科書、資料集、そのタブレットを見て、デジタルペ

ンで自分たちが調べたことを書く。
まず、最初に２人で相談する。そしてグループで相談

する。そのグループの中で、自分たちのシートをブラッ
シュアップして、クラスで発表する。

これがヒント画像です。このヒントで子どもたちはボ
ロボロ引っかかります。この人物は資料集などで、誰か
すぐわかります。そうすると、この三人が大日本帝国憲
法を作ったと書きこむことができます。

こちらがですね、初めて行った選挙の様子と初めての
国会の様子。
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大日本帝国憲法とわかったらそっちの方にばっかり
行って、こういうものがスコッと落ちる子もいます。

こちらがですね、明治天皇の名前、睦仁と大きなハン
コでどんと押しています。
実はこのときの内閣総理大臣は黒田清隆なんですね。

これ、どーんと書いてあるのですが、これも見落とし
た子が何人かいます。
みんなこう押してもらっているのは伊藤博文だ、と。
我々もそう思っちゃうんですけども、実は黒田清隆だ

と書いてあるのですね。
これ、作ったのは、がんばって作ったのは伊藤博文

で、教科書にも載っています。
その辺のところが、はたして複数の資料から、解決で

きるのか、ということですね。
これ子どもたちがいろいろ解決してきています。注目

した子もいますよ、黒田清隆の名前に。
これ、板垣退助を落とす子が多かったですね。
これでできました。

で、これが発表の場面で出てくると、よくわかりまし
た。
間違ったところを消すんですね。消して、また書い

て、消して書いて、で、国会開設の方へ結び付けるとい
うのが、だんだん最後になって出てくる。というのが、
子どもたちの考えたパターンが、出てくる。

このタブレットの併用で、これらの実践の中で、タブ
レットの併用で、過去の学習のデジタル成果を活用する
ということができたということで、タブレットで取材し
た物をそのまま使うことができる、カラーの資料や図表
を簡単に配信して分析させることができました。

成果としては、ペンを使うことで考えを伝えやすく
なった、ということです。

それからもうひとつ、菊地先生が最初に言われた、思
考の分断というのは、私、スッと落ちました。どうして
かと言うと私も同じようなことを考えていました。私は

私なりに、これを「マインドリセット」と呼んでまし
た。
今まで苦手だった子が、書ける。今までできない子ど

もたちが、できる。マインドをリセットして、そこから
また活躍できちゃうんですね。そういうことを何回も見
ました。

あと、複数の資料を分析して考える力。
発表を視野に入れてまとめていこうとする姿勢である

とか、思考の順番までが発表の材料になり得た、という
ところがよかったかな、と思いました。

ダーっとちょっと早口でやらせていただきましたけ
ど、どうもありがとうございました。
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講演動画：
http://www.youtube.com/watch?v=8dvugna-C6c

これまでの私の実践は、タブレットを紙のノート代わり
にする、タブレットを紙のノートに近づけるというアプ
ローチで行ってきました。

紙のノートに対してのタブレットのデジタルノートのよ
さというと、
①非破壊編集、すぐに消せること、編集の容易さ
②タブレットの１台の画面で表示されるので視点移動が
少ない
③書くのが苦手な子に対しては、動画や音声ファイルを
埋めこむといったマルチメディア表現ができることでノー
ト支援になる
④保存性に優れる。１つのタブレットの中でノートが一
体化することで、１つのまとまった知識として扱うことが
可能になったこと
が挙げられます。

一方でタブレットのデジタルノートの現在の課題です。
まずは、一覧性です。例えば、こちらはデジタル教科書
上に書き込みをしているシーンですが、普通だったら、こ

こにノートがある状態で課題をやるわけです。ところが、
この中に問題も本文も含まれるわけですから、課題を解い
ていく中で、スクロールなども頻繁に行ったりするうちに
思考が分断してしまうなんていうことがありました。
それから、手書き入力の解像度です。タブレットでは、
紙と同じようになかなか綺麗には書けない、特に画数が多
い漢字などは難しいという声が子どもたちから挙っていま
した。

そこで、デジタルを紙に近づけるのではなく、紙をデジ
タルに近づけたらどうだろうと。逆のアプローチで進めて
みました。紙の特性を生かす訳ですので，先ほどお話しし
た一覧性、手書き文字の解像度といったものがクリアされ
ます。A3ぐらいの領域も使うことができます。そこにデジ
タルの要素を加えていくとどんな効果が生まれるのか、子
どもたちは何を求めているのか、そこを明らかにしてみよ
うと思いました。

デジタル化したデータはタブレットで子どもたちが操作
できるようにしました。１人１本デジタルペン、グループ
に１台のタブレット、４本のデジタルペンが１台のタブ
レットに紐づくような環境で実践を行いました。今、画面
にデジタルペンで入力した内容が表示されています。これ
を子どもたちが操作できるようにデザインしました。

それでは、その実践をお見せしたいと思います。

これは、iPadとデジタルペンの組み合わせです。これが
今後考えられるデジタル教科書の形です。紙とのハイブ
リッドをやってみています。現時点ではiPadとデジタルペ
ンの直接の連携はできていませんが、子どもたちが紙に書
いたものは電子黒板に送られて表示されます。

紙にデジタルの特性をプラス　デジタル教科書時代のノートテイキング
菊地秀文（世田谷区立砧南小学校／NPO法人教育テスト研究センター）

講演４
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今度は、他の児童たちのノートが表示されている画面
を、子どもたちが手元のタブレットで直接操作できるよう
になったらどうだろうかということです。
これが、実際に子どもが手元のタブレットを操作してい
る様子ですね。デジタルペンを使うことによって、手元に
あるタブレットに紙に書いた内容がどんどん表示されてい
きます。子どもたちは必要に応じてタブレットを見ていき
ます。

ここまで算数でやっていましたけれど、国語でも同じよ
うに教科書を見ながらやっています。紙に書いたものが、
デジタルペンを介することで、こちらの端末にこうして並
べて表示されます。これは広告のキャッチコピーを考える
という授業でした。

これは、自分がやったものを再生して、説明している様
子です。このデジタルペンの凄いところは，画像ではな
く、ストロークデータで記録が取られていますので、どう
いう順番で書いていったのかを表示できるわけです。
普通ならば、一斉授業で、教師がこのような形で前に提
示するのを、子どもたち自身が使いこなしながら、自分た
ちの発表のツールにしています。

子どもにとって、このように順番で出てくるということ
は大事なことです。どのような順番で考えたのか、発表す
る時に文字量が多いと混乱してなかなかどういうことを
言ったらよいかわからない子もいます。しかし、自分が考
えた通りに再生でき、それにそって発表することができる
ので、発表支援になるわけです。

同じような形で、今度は算数での実践です。実は画面に
バーが出ていまして、バーを押すと思考過程をジャンプさ
せたりできます。この子はジャンプさせて説明していま
す。説明しているのは、こういう式の順序でやりましたと
いうことです。紙のノートをつきあわせている状態では、
こういう説明の仕方はできないですよね。

あと、全部を表示させるだけでなく、このように注目さ
せたいところだけを表示させるなんてこともできます。こ

れは社会科のワークシートを部分的に切り取って、自分が
ほしい情報だけを表示させて比較しているというシーンで
すね。他の子は他の子で、自分のペースで進めています。
操作している子は、この比較情報をもとに、ヒントにして
進めたいと思ったからこう使っています。それぞれの課題
に応じて、必要な時に他の児童のノート内容を利用するこ
とによって、自分の支援として使うことができる訳です。
必要がないといえば利用しないということもできます。こ
のように個に応じて自由に選択できるようにしています。

これは、自分がどこに着目しているかを◯をつけて、◯
をつけた順番を再生させることによって、どういう順番で
着目していったのかを発表している場面です。
さらに、こうして比較したことをもとから、新しいこと
を発想し、さらにノートに書き進めていくなんてことも見
られました。

このように、これまでは教師が使っていたデジタルペン
の支援ソフトを、子どもたちに使わせてみたらどうなるの
かということをやってみました。結果、非常に大きな可能
性が見えてきました。

これまでの先生とは違った視点で効果を述べます。

まずは焦点化させることができるようになりました。紙
だとバーンと全てが表示されてしまいます。でも、ポイン
トを絞って比較するなんてことができる。それから、見る
のが苦手な子にとっては拡大するなんてこともできます。
さらには、焦点化するということは情報量を減らすという
ことでもあります。紙一枚分の情報量が多くてわからなく
なる子には、情報を減らすというのは有効な支援になりま
す。それからポイントを絞って比較できるようになったの
も大きな点です。

次に、思考過程の再生については先ほどから何遍も言わ
れているところです。

さらに、画面に自分のノートが他の児童のノートと一緒
に表示されていることで、自分が参加している、自分がそ
の集団に貢献しているという意識、自己効力感と呼ばれて
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いるものが高まるというのが言えます。これは子どもたち
へのアンケートでわかったことです。他の子ががんばって
いる様子が見えてくるわけですから、外的、内的な部分で
の動機付けにもつながったようです。

まとめると、
・動機づけ（外的・内的）
・書き方支援、発表支援
・焦点化して比べる学習で深まり
・画面を通してのアイディアの想起、共有
といった効果が見られました。

そして、その結果、デジタルペンとタブレットを用いる
ことで子どもたちだけでどんどん自発的に学習を進めてい
くことができました。紙に、ちょっとしたデジタルの要素
をプラスすることで、このようなことが可能になりまし
た。

今後の課題です。

デジタルペンを活用することでとても有意義なデータが
取れます。では、その分析方法をどうしていくのか、学力
を測定する時にはどうしたらよいのかということが課題で
す。

また、先ほど、現在のタブレットの課題ということで、
一覧性の問題、手書き文字認識の解像度の問題について話
しました。そこに関しては、技術が進歩していくと解決さ
れていくと思います。今は、タブレットでできないから、
紙でやっていることが、将来は変わってくる可能性があり
ます。そうしますと、紙そのもののメディア特性とは何か
というものを、今後突き詰めていく必要があります。

最後ですが、私が考える学力についてです。
この写真は同じ課題をiPadでやっている子、紙のノート
でやっている子の写真ですけど、私のクラスでは同じ課題
を、自由にメディアを選択させてやらせています。「自分
が最大のパフォーマンスを発揮できるメディアを選んでや
りなさい」と指導しています。自分がどうしたら学力を発
揮できるのか、メディアを自分で選択できる力というの

が、これからの学力の１つになってくるのではないかと考
えています。

参考資料：
朝日新聞デジタル総合ガイド：『防災学習でi-

Pad駆使、記事活用で「対話」に活気』
http://digital.asahi.com/info/school/casestudy06.html

教育とICT Online（日経BP社）：『【世田谷区立砧南小
学校】デジタルペンや「XingBoard」の活用で思考過程を
共有』
http://pc.nikkeibp.co.jp/article/news/20131031/1110545/
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紙にデジタルの特性をプラス
デジタル教科書時代のノートテイキング

世田谷区立砧南小学校　教諭
NPO法人教育テスト研究センター　連携研究員

菊地　秀文

自己紹介
• 世田谷区立砧南小学校教諭

• NPO法人教育テスト研究センター連携
研究員

• ノートテイキングにおける紙とタブ
レットのメディア特性に関する研究

2012年度からの実践研究
• 東京都公立K小学校第４学年

• タブレットを紙のノート代わりにするアプローチ

デジタルノートの効果
• 非破壊編集、すぐに消せる、編集の容易さ

• 視点移動の少なさ

• マルチメディア表現

• 発展性

• 保存性・ポートフォリオ

• 自動採点

タブレット上のノートの現時点での課題

• 一覧性

• 手書き文字入力の解像度の低さ

• 思った手書き文字入力ができない 逆のアプローチ



紙のノートにデジタル特性を

• 一覧性

• 手書き文字の解像度

• 上記をクリアした上でノートのデジ
タル化に必要とされる要素は？

• 子供自身がタブレットでデータを操
作できるように



紙のデジタル化で可能になったこと

• 焦点化、拡大、情報量を減らす

• 焦点化した情報の比較・分類

• 思考過程の再生

• １つの画面に１つの知として一体表示

紙のデジタル化の効果

• 動機づけ（外的・内的）

• 書き方支援

• 発表支援

• 焦点化して比べる学習で深まり

• 画面を通してのアイディアの想起、共有

紙にデジタルの特性をプラスすることで
より主体的な学習が可能になる可能性



今後の課題
• デジタルペンで収集された教育用ビッグデー
タの分析

• 子供たちの学習は現在、紙の上でペンを
使って行われている。

今後の課題
• ２１世紀型スキル測定方法の開発

• タブレットは近いうちに一覧性、手書き文字
入力の解像度の課題を克服できるだろう

• 紙の本来のメディア特性の追求

今後の課題

• デジタルペン対応コンテンツ

• デジタル教科書との連携

これからの学力
• 自分のパフォーマンスを最大に発揮で
きるメディアを選択できる力



講演動画：
http://www.youtube.com/watch?v=HYvzamBUZa4

弊社では、デジタルペンを企業分野で導入してきたこと
もあり、その実績も踏まえ、
デジタルペンの今後の可能性についてお話していきたい
と思います。
その前に、今までの授業の紹介の中で、いくつかないも
のもありましたのでそちらを
まず紹介いたします。

＜特別支援での利用について＞
青山小学校さんが特別支援学級でも使われていたのです
が。こちらが取材できていないので、私が知っている範囲
でお話しますと、肢体不自由の・・車イズの子どもたちが
電子黒板が入っても電子黒板が使えないという状況にあり
ました。そのときに、自分たちの席から紙に書くと電子黒
板に投影できるので、そういったクラスで使われた例があ
ります。それと、弱視のこともたちの支援にもなるのでは
ないか、というお話をはじめているところもあります。弱
視の子どもがタブレットを持っていて、他の子どもたちが
紙に書いた内容を（さきほどの藤の木さんと同じように）
タブレットでみせることができますので、自分なりに拡大
したり、焦点化したり、再生したりできます。理解を深め

る支援ツールになるのではないか、と話をしている先生も
います。

＜海外での利用について＞
次に日本だけでなく、海外の状況についてもお話します
と、実はこのデジタルペンは台湾・韓国･中国でも使われ
ております。最初に菊池先生のお話にもありましたよう
に、日本というのは漢字の文化ですので、画数の多い文字
をディスプレイ上に書くというのは、難しいときもあると
思います。そういった文化圏においては、やはりこういっ
た紙とペンのツールが評価されはじめてきています。

＜塾での利用について＞
今日もワオコーポレーションさんにお越しいただいてい
るのですが、塾の方でも活用が進んでおります。ワオさん
の方では、このペンを家庭に配布して・・・家庭学習に
使っていたり、遠隔の家庭教師サービスや遠隔授業でも
使っています。将来、学校と家庭がつながっていったとき
に、参考になっていく事例のではないかと考えておりま
す。
ここまでが補足となりますが・・・

デジタルペンというのは、社会のあらゆる場面で使われ
ています。
教育だけではなくて、実はこのペンは、企業の業務シス
テムで使われたのが、（国内では）最初の導入でした。大
日本印刷はユーザーインターフェースにこだわり、企業・
教育・コンシューマー向けに製品・サービスを提供してい
ます。

デジタルペンの今後の可能性を、３つの視点からお話し
ます。
１つは、デジタルペンの位置づけが変わってきました、
という話。

デジタルペンの今後の可能性
坂本早苗氏（DNP 大日本印刷株式会社）

講演５
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２つ目は、デジタルペンとデジタルペン対応素材がどん
どん進化しています、という話。
３つ目は、デジタルペンが取得したデータの活用につい
て、どのようなことをしていこうと考えているか、
この３つの視点でお話させていただきます。

＜デジタルペンの位置づけ＞
デジタルペンは、これまでタブレットやＰＣの競合の
ツールということが、言われていました。これは企業（シ
ステムの分野）においても同じでした。ところが、最近は
企業の業務システムにおいても、（デジタルペン）は補
完・共有しあうツールになりつつあります。

企業の業務システムとしてスタートしたデジタルペンで
すが、少しその歴史をご紹介したいと思います。

２００３年から、国内においてデジタルペンが導入され
てきました。最初（の事例）は、（塾の）ワオ・コーポ
レーションさんで採点業務に使っていただきました。この
時代は、キーボード入力か手書き入力かを議論されていた
時代で、手書き入力の方は１００％テキスト化が難しいの
で、現場の方々は「手書き入力すごくやりやすいね」と
言って頂けるのですが、情報システム部門の方からはＮＧ
を出されている、という状況でした。ただ、社内のシステ
ムを構築する場合は、社員にＰＣの活用を強制できますの
で、キーボードでの入力システムがどんどん進んでいった
という状況です。ですので、キーボード入力ではどうして
もだめだ、ということが顕在化してる業務で（デジタルペ
ンは）採用されていった、というのがその頃の状況です。
とはいっても、これだけの場面で手書き入力インター
フェースのニーズがありましたので、そこで使われており
ました。
ところが、この状況がいっぺんしたのが、2010年。
iPadの登場でだいぶ様相が変わってきます。これまでは
キーボードでないとだめだ、の一辺倒だったのが、iPadが
登場したことで、逆に手書きの入力インターフェースがが
だいぶ見直されてきました。生活者向けのシステムにiPad
を使っていくという企業が急増しました。私たち、これ追
い風になるかなと思ったのですが、まったく逆でした。デ

ジタルペンいらないんじゃないか、といわれた時代でもあ
りました。もうiPadで全部できちゃうからいいよ、と。な
んでもできるiPadというとで、急速に広まったがゆえに、
逆にiPadでできることと、できないことが見えてきたんで
す。iPadは閲覧操作に非常に秀でているのですが、申込書
のような、記入項目の多い手書きの入力場面では、やっぱ
り書けないね、という話がでてきました。そこで、企業の
業務分野においても、タブレットとデジタルペン、いいと
こどりで共有していくべきなんじゃないか、というお話が
でてきたのが最近です。で、実際にそういう導入の仕方を

されたのが、こちらに記載の企業になります。 
（太陽生命様の例を簡単にご紹介：商品紹介はタブレット
で、告知書はデジタルペンで記入したものをタブレットに
直接入力しエラーチャックをかける、組み合わせの運用を
紹介）ニュースリリース：http://www.dnp.co.jp/news/
10024661_2482.html
（香川県救急医療の分野の事例紹介：デジタルペンは救
急車の中で利用。患者の状況を細かい文字でスピーディに
記載する必要があるためデジペンを使い、伝送や記載内容

の閲覧に携帯端末やタブレットを用いている例を紹介。） 
ＮＴＴデータ様の香川県救急医療事例紹介ＨＰ：
http://www.nttdata.com/jp/ja/case/voice/2013041501.
html?fm=f1
ＮＴＴデータ様の香川県救急医療ＣＭ：
http://www.nttdata.com/jp/ja/corporate/profile/pr/tvc
m/index.html#emergency

このように適材適所、組みあわせで、それぞれの特長
（長所）を活かした使い方をしていただいております。業
務分野において、もうハイブリットの活用というのが進み
つつあります。

（教育分野においても）これまではタブレットか紙かの
議論だったのですが、ハイブリットで利用していきたいよ
ね、というお話、だいぶいただくようになってきました。

ちなみに紙とデジタルペンで実践いただいていている学
校で、公開できる範囲があちら（壁）に100校以上（リス
ト公開で）あります。昨年から教育委員会などにご紹介を
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始めていまして、すでに200校、今年度中に500校規模で
の導入を見込んでおります。

こういった、今までの紙にデジタルを持ちこんでいるだ
けですので、本当にいろんな授業ができます。その授業
に、さきほど藤の木小さんであったように、タブレットを
持ち込むと、もっと効果があがるんじゃないか、というこ
とで、タブレットを導入している学校がデジタルペンに注
目していただいております。

教育分野においてもそういう流れがでてきたのと、
もう１つ、コンシューマ分野においても、iPadの横にデ
ジタルペンと紙のノートを置く商品「Libescribe３」が、
海外では発売されました。このような紙のノートにデジタ
ルペンで書くと、リアルタイムにiPadに表示（入力）され
るというものです。

こんな形で、企業・教育・コンシューマの分野におい
て、タブレットの横に紙とペンを置いていくという流れが
でてきております。
参考までに、菊池先生がやられた実践は、直接ペンの
データをタブレットにつなぎまして、それをタブレット側
のwifi通信で、教師用のＰＣに（ペンのデータを）送り込
むという（システム利用の）実験を終わらせておりますの
で、こういったタブレットバージョンのもの（ペン製品）
も、弊社としては製品化をしていきたいと考えておりま
す。
そうしますと、さきほどご指摘がありました「配線が多
くて困る」ということでしたが、タブレットとペンだけを
もっていくだけで、（従来製品と）同じ授業ができますの
で、配線の問題も解消できると考えております。

＜デジタルペンとペンの対応素材の進化＞
次に、デジタルペンとペンの対応素材の進化ということ
で・・・
デジタルペン、実はどんどん進化していきます。音声付
のペンというのが、ソースネクストさんや学研さんから販
売されます。

また、デジタルペンで読取るドットパターンを（紙だけ
でなく、）大判のスクリーンに印刷し、電子黒板的に使え
る商品も発売されています。紙からスクリーンの方に素材
が変わってきております。（具体的な商品化メーカーの紹
介）
さらには、このドットパターン、実はタブレットのディ
スプレイに印刷して組み込まれた製品をだしたのが、パナ
ソニックさんになります。
１本のデジタルペンで、紙にも書け、スクリーンにも書
け、ディスプレイにもかけるような世界が今後で広がって
いく可能性があります。

＜デジタルペンが取得したデータの活用＞
最後にデジタルペンが取得したデータの活用についてで
す。
実は企業分野においては、・・・すでにデジタルペンを
導入いただいた企業さん、このストロークデータを活用し
ていただいています。
例えば・・・企業なんで帳票系のお話が多いのですが、
ある帳票の各項目に記入された順序とか、時間を分析
し、正しい伝票処理が行われているのか、というのを把握
し、業務指導のポイントを把握していく、ということをし
ていたり、帳票の記入を、誰が・何時に・どういう順序で
記載していったかという、トレーサビリティをとることに
よって、業務の滞留がどこで起こっているか、ということ
を裏で分析していく、これは、人員配置の見直しというと
ころにつながっていきます。
また、話題としてでているのは、例えば、高齢者の方が
帳票記入に要した時間、どの記入項目でつまづいてしまっ
ているのか、ということをみて、帳票の欠点（書きにくい
ところ）はどこなのかを分析し帳票を再設計していけない
か、といった話もありました。
当然、教育業界、塾では、そういう取りくみはなされて
いまして、子どもが解答にかかった時間とか、家庭での学
習時間というものをみて指導にあてていくという取り組み
進んでいるようです。実は、今日いらっしゃっているワ
オ・コーポレーションさんのＷｅｂからださせて（スク
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リーン表示）いただいているのですが、「解答のプロセス
を指導します」ということが紹介されています。
「デジタルペンで記入した解答過程はどこにどれだけ時
間がかかったのかグラフで可視化されます。宿題の解答に
ついてもグラフをもとに指導し、時間配分を見直しま
す。」
家庭などで学習した内容、ペンではデータとしてとれて
おりますので、その時間を分析して指導にあてています、
ということが塾ではすでに始まっているということです。

このようにデジタルペンのデータというのは、ビック
データになっていく可能性をもっております。

タブレット授業の時代に向けて、ということです
が・・・さきほど菊池先生のお話にありましたように、タ
ブレット、そのうち一覧性をもてるような大きなものもで
てくるでしょうし、大きいといっても高額ではなく、きっ
と安くて軽いものもでてくると思います。また書き込みや
すさ、というところも研究が進んでおりますので、タブ
レットの進化も今後期待していけるところです。

ただ、タブレットが進化するまでの間、（文字量が多
い）手書きの学習情報の活用をまったく検討（研究）しな
い、というのではなく、今できるツール、こういった紙と
ペンの今あるツールから（取得できる）デジタルの手書き
の学習情報をどうやって活用していくか、ということを、
今からでも研究できるんではないか、と考えております。
指導にどう反映するべきか、ですとか、より効果的なデジ
タル教材のあり方というものを研究していくことができる
のではないか、と考えております。
この研究は、ゆくゆくはタブレットの本格的な授業がで
きるようなったときに、寄与していけるのではないか、と
考えております。

簡単ではありますが、以上となります。ありがとうござ
いました。
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動画：
http://www.youtube.com/watch?v=A1WVG6RxewU

■! 教材について

菊地）
今回は教材会社の方々がたくさん参加されています。学

習者用のデジタル教科書は、まだ一般的に入手できず、も
ちろんデジペンと連携するというところまで至っていない
状況ですが、今後、デジタル教科書・教材とデジタルペン
がどのような形で連携するとよいか、また、こういった教
材がほしいということがあれば、お話いただければと思い
ます。

寺本）
教科書は文科省の検定等でしばりが厳しいというとこ

ろがあると思いますが、ある程度の規制緩和で、内容は変
えないけれども、例えば教科書にドットが打ってあるとい
うようなものであれば、もちろん可能かなと思っていま
す。
ただ、実際、学力という意味で活用面を考えたとき

に、教科書は情報を提供する、思考、実験、授業の流れを
つくるという意図がかなり強いものです。思考ツールとし
てはどうなのか、という部分があると思います。

もしも思考ツールとして考えるのならば、単元の後ろに
考える部分がどの教科にもあると思うのですが、そのあた
りで活用できるのではないかと思っております。
　
教材の方に関しては、一般企業の方でもやっているとこ

ろがあると思いますが、子供達のつまずきをテストとかで
調べていく点で非常に有効だなと思っています。例えば、
テストをデジタルペンで行う。そして、思考過程を再生す
る。子どもたちがどういうところでつまずいているのかを
見ることができる、そういうワンセットのパッケージは、
これから役に立つだろうなと思っています。
今は、どちらかというと知識の暗記、それを表出する

ようなテストが多いんです。それに対し、思考過程を見て
いくというテストは教科書でもそうですが、少ないんです
ね。ですから、そういう思考過程を表出できるようなパッ
ケージを出すと非常におもしろいと考えています。

竹村）
教材ということでいいますと、子どもの欲求、やりた

い欲求を満たしていくことが大事なのではないかな、と思
います。
テストとか穴埋め式のものではなく、例えば教科書に

のっている画像をもっと調べてみたい、もっとこの動画が
見てみたいという欲求に応えられるものです。
または、全国の子たちがこの問題、この課題について

どういう答えを出しているのか、クラウドなどに蓄積し
て、それを参考にできるサービスです。我々は「学ぶこと
はまねすることだ、まねぶからきている。」と子どもたち
に言っていますが、他の全国の子供たちのアイデアを活用
して、自分のものに作り変える、こういったチャンスを教
材の中でいただけるのならば、教科書よりもある程度しば
りがなく学習できるのではないかな、と思っております。

菊地）

「デジタル教科書×デジタルペンがもたらす未来の教育」
パネリスト：寺本貴啓氏（國學院大學人間開発学部）　竹村郷氏（港区立青山小学校）
コーディネータ：菊地秀文（世田谷区立砧南小学校／教育テスト研究センター）

ディスカッション
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私の方も、お二人の先生がお話された通りのことを思っ
ていました。ぜひ教材会社の皆様に実現していただけたら
と思っています。

■運用面の質問から
「運用していく上で最も課題になりそうな部分はどこで

すか？ＩＣＴに詳しい人がいなくても平気なものです
か？」

竹村）
これは非常にハードルが低いと思います。ワゴンなどの

セットを作って、コンピュータを起動してすぐに使えるよ
うにすることで、今まで電子黒板を使ったことがない教員
でもすぐ使えました。
実は、デジタルペンを最初に見せていただいたのは４

年半前です。その時、デモを持ってきてくださったのです
が、それをそのままの状態で、すぐに教室で使いました。
子どもたちはすぐに使えました。教員はある程度できる教
員でしたが、全く問題なく使えました。

菊地）
子どもたちはデジタルペンのキャップを抜けばすぐに

使えます。デジタルペンが電池切れになるということがな
ければ、本当に簡単です。コンピュータのようにフリーズ
したり、設定がどうのということと関係なく使えます。そ
ういった手軽さがあります。

■! 教育用ビックデータとしてのストロークデータの活
用のイメージについての質問
「教育用ビックデータとしてのストロークデータの活用

のイメージについて、統計的に処理できるのかも含めても
う少し詳しく知りたい」

寺本）
ストロークデータの使い方というのが今後のキーかな

と思っています。
結論からいいますと、統計的には検討できます。例え

ば、かかった時間・タイミング・内容という点において
も、数値化して確認することは可能だと思います。

ただ、ストロークデータというのは、どちらかという
と、質的データになりますので、量的にするには、その基
準というものをつくっていかなければいけないんです。つ
まり基準をつくるには、何かの妥当な合意がないといけま
せんので、その辺の価値判断をできる人間が判断していか
ないと厳しいと思っています。

活用イメージについてです。例えば文章を書くにしても
テストにしても、つまずく場所っているのは似ています。
例えば４０人いると、大きなミスが、つまずきが３つくら
いありまして、あとは個別のミスとかっていうふうになっ
てきます。そうなると、大きなミスはどこでつまずいてい
るのかな、とかストロークデータをみていくと、かなり分
析できるんだろうな、と思っています。それが、この先の
可能性としては非常に大きいと思っています。

菊地）
ありがとうございます。竹村先生、現場の教員の立場と

してストロークデータの活用はどういったことが考えられ
るでしょうか？

竹村）
経年で同じ単元、同じ課題でいくんでしたら、前の学

年、先輩たちがどういうふうな考え方をしたのか、どうい
う反応を示したのか、ということをクラウド等に蓄積して
おくことは必要と思います。
ただ課題がありまして、ネットの情報と同じく、あまり

に蓄積してしまうと、それを選択するだけで時間がとられ
てしまう。ですから、あらかじめ教員が絞った状態で提示
することが大事だと考えております。

■ストロークデータの解析の視点・着眼点
「ストロークデータの解析において、どのような視点・

着眼点をもって考えていけばよろしいでしょうか？（授業
を行う際、教材作成の際）」

寺本）
これはまさに私たちよく研究でやっている手法と同じ

ですね。たくさんのことを一遍に研究はできません。条件
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を制御して１つのことが伸びたのかどうか、ということを
調べていかなければいけないわけです。
だから私たちの場合は、例えば、表現力の中でも、順

序よく書くことができるようにしたいとか、先ほどの理科
でいえば、３つの内容を書かせたいという視点です。いわ
ゆるゴールというものをはっきりさせるということです。
学校の先生自身がこの授業で何を教えたいのか、というこ
とをはっきりさせることが、解析よりも先にくるだろう
な、と思います。

竹村）
パフォーマンス課題のお話をしました。パフォーマン

ス課題に対応しますのが、ルーブリックという評価指標で
す。この評価指標は、先ほどからビックデータという話が
でておりましたが、たくさんの思考を集めて分析をしま
す。どれくらい高度なところまであるか、思考を分類した
うえで、その思考系統をみて教員間でどこまで求めたいの
かということです。思考過程を分類することによって、要
するにランクづけですね、どのランクまで今回は求めるの
か、今現在２ランク目だとしたら、４ランク目まであげる
ためには、どういったような資質が必要なのか、そのため
にどうようなサジェッションなり、提示が必要なのか、と
いうことを分析していきます。だから、これがやはり１年
や２年ではなく、何年か蓄積が必要だということで、それ
ができるまでにはちょっと時間がかかるかもしれません。

■理科における活用について
「理科でのストロークデータ活用ということで、言葉だ

けでなく実験の変化などを図示する場面などにも使えると
思いました。４・５・６年生」

寺本）
今理科の方では、言葉、表現力という話が国の方から

きているという話をしました。これは単に言葉だけではな
いんです。絵とかの部分も含まれています。例えば、言葉
にしにくいこと、実験結果とかですね、色の変化とか、い
ろいろあると思うんですけど、言葉にしにくいものってあ
るんです。それは、文章で書くものを補足して、絵で説明

するという方法をとります。今回のデジタルペンは、図示
という部分に関しては、非常に理科で活用できるんです。
デジタルペンのストロークデータは時系列に再生できると
いうことですが、実験結果の変化というか、今ここまで出
た、その次また塗って、それでまた次こう塗って、という
ように重ねて書いていけば、時系列で「変化」というもの
が表現できる、という良さもあると思います。

竹村）
理科的なところは、やはり図示とか実験の方法である

とか、シートに写真をはめ込めることができまして、実は
ＤＮＰさんに開発をしていただいたんですが、動くんで
す、このデータ１個１個が。ですから、iPadみたいに、
シート上でペンで動かすことができるようになっていま
す。そういったものを使うことによって、説明をするとき
にストロークデータを使いながら、こうなって、こうなっ
て、こうなったよ、写真をとりこんで、それをはりつけ
て、しかもその写真が紙ベースでははりつけられている
データなんですが、それを組み立てなおすとか、自分の意
図したようにコメントを加えてその写真と一緒に動かすと
ことができる、というところまではできている。ちょっと
使い方がめんどくさいですが、この辺がうまく改良されれ
ば、すごくいい効果がでると思います。

菊地）
このディスカッションでは、ストロークデータに関する

質問が多くありました。ストロークデータの解析は、タブ
レットでもやれなくはありません。やれるソフトウエアと
いうのも出ています。しかし、子供達がタブレット上で書
いたものと、紙で書いたものが学習上同じ質のストローク
データが取得可能かというとまだまだそれには、課題があ
ります。子供達が紙と同じ様にタブレットに手書きする事
が、タブレット上の技術的な問題からできないからです。
将来的にはタブレットの技術が向上することで、子供

達も紙と同等の手書きを行う事ができるようになり、紙と
同じような質のストロークデータの取得ができると思いま
すが、その前に、デジタルペンを使って紙の環境で、スト
ロークデータの取得の仕方、分析の仕方、活用の仕方のノ
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ウハウを蓄積しておくと、将来的にタブレットになったと
きにスムーズな移行ができるのではないかと思います。
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